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近世大宮町の形成過程  

田中  

Ⅰ はじめに  

秩父大宮は，各種の商店や行政施設が集中する  

秩父盆地の中心地であり，秩父盆地随一の規模を  

誇る市街地を形成している。秩父大官から各方面  

に向けて交通路が拡散し，峠を越えて他地域へ結  

びついている。そのため，近世から，秩父大宮は  

あらゆる方面からの人や物資の集散地となってい  

た。とくに，近代以降は，秩父セメントや秩父銘  

仙といった産業が秩父大宮やその周辺地域におい  

て成長し，それにともなって秩父大宮はその中心  

性を高めていった。   

秩父大宮の歴史は，現在の市街のほぼ中央部に  

鎮座する秩父神社（妙見杜）とともにあった。秩父  

神社は，延書式にも秩父郡二座の一つとして記載  

される古杜であり，秩父郡の鎮守として位置づけ  

られ，秋の大祭には秩父郡中から参拝者を集めて  

いた。しかし，秩父神社の膝元にある大宮町の起  

源に関しては，現在までのところ必ずしも明らか  

にされているとは言い経い。これは，町が形成さ  

れた時代の文番史料に恵まれていないことに起因  

するものと思われる。   

近年では，都市史の分野で近世市町に対する関  

心が高まり，とくに東国における近世市町を事例  

として，町割・屋敷地割の復原という歴史地理学  

の手法を用い，その形態的特徴や変容過程を詳細  

に分析し，近世市町の空間的特質や中世から近世  

への町の変化を考察した研究が行われてきた。例  

えば，伊藤裕久は，会津盆地における市町を事例  

に，町の段階的な拡大の様相，市の開設を前提と  

した町の空間的特質，中世市町と近世市町の差異  

を復原的に提示した1）。   

本報告では，近世大宮町の形成過程を明らかに  

することを目的とするが，その際，上記の手法に  

学びつつも，とくに近世初頭における大宮町の構  

達也  

成員に注目し，町の形成に中心的な役割を果たし  

た者の出自や社会的性格の分析を，町の形成過程  

を解明する手段としてみたい。なぜなら，従来の  

市町の形成過程についての研究では，この点に関  

して比較的十分な検討がなされていないと考えら  

れるとともに，文書史料にめぐまれない大宮町に  

おいて，この分析が文審史料の欠如を多少なりと  

も補い得ると考えるからである（，  

Ⅱ 大宮郷と町の景観  

1）中世における秩父地方と大宮郷の動向   

本論に入る前に，大宮郷の存在する秩父地域の  

歴史的変遷と大宮郷の動向について概観する。大  

宮郷の語源となった妙見社は，中世から秩父郡の  

鎮守として位置づけられており，鎌倉時代には妙  

見社の宮本地頭であった丹党中村氏の下に，郡内  

各地に割拠する郷地頭が位置する郡秩序が確立し  

ていたとされている2）。当時の大宮郷は，中村氏  

をはじめ，郡内各地の郷地頭の居宅も設けられ，  

秩父郡の中心となる政治都市として存在していた  

とする見解もあるが3J，その具体像については未  

だ不明である。   

南北朝期以降，戦国期に至るまでの秩父郡や大  

宮郷の動向も，先行研究が少なく，必ずしも明ら  

かではない。大宮郷の周辺に焦点を絞ると，文明  

7年（1475）に勃発した長尾景春の乱において，秩  

父都は長尾景春の有力な根拠地となった。そのた  

め，文明12年（1480）には，大宮郷周辺が長尾祭春  

に対する太田道濃の攻撃の舞台となった4j。大宮  

郷にほど近い岸谷（秩父市黒谷）や日野（荒川柑日  

野）には，長尾景春の居城という伝承を残す城跡  

が存在している。また，大宮郷の束隣である山田  

（秩父市山田）には，長尾景春の家臣であったと伝  

えられる山田志摩守の居館跡が存在する。同様に，  
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近世における大宮町とその周辺村落はいかなる  

自然条件下にあり，どのような景観を呈していた  

かを考察する辛がかりとするのが，第1図にあげ  

た元禄3（1690）年の大宮郷絵図である11）。   

近世の大官郷は，大宮町とその周辺に散在する  

大部分が10戸未満の小集落によって構成されてい  

た。大宮郷が立地する荒川右岸は，階段状に複数  

の河岸段丘面が存在しており，各段丘の境目には，  

所々に湧水が存在していた。こうした段丘崖の湧  

水点は「ハケ」と呼ばれ，「旗の下（はけのした）」  

という地名にもなっている。各段丘面は荒川上流  

の南西から下流の北東に向けて績く傾斜している  

ため，各「ハケ」より湧出した湧水は北東方面に  

流れだしていた。「ハケ」より湧出する湧水は，  

生活周水として利用吋能であるばかりでなく，流  

域にそれを用水源とする′ト規模な水田の開発が吋  

能であった。そのため，「ハケ」となっている場  

所は，集落が立地しやすい条件にあった。また，  

大宮郷東部の丘陵山麓にも所々に湧水点が存在  

し，こうした所にも「ハケ」と同様に集落が営ま  

れていた。前者の事例が旗の下を始め，中村・近  

戸・金蔓・阿保など主に下位の段丘鮒二立地する  

集落であり，後者の事例が宮地に存在する小暴落  

や熊木・野坂の集落であった。   

これらの集落の要となった湧水の近辺には，宮  

地の虚空蔵堂（写真1）・諏訪社のように宗教施設  

が立地する事例もあった。大宮の母体となった妙  

見社に近辺にも，「七つ井」がある12）ことからも，  

この地域における集落の立地に関して湧水が重安  

な役割を果たしていたことがわかる。   

「ハケ」を中心に成立した集落と土地利用の様  

相を知るために，中村・近戸集落を具体的な事例  

としたのが第2図である。これより，段丘末端部  

に宅地が集中し，宅地に隣接した崖下には湧水点  

が敷か所存在したことがわかる。特に中村暴落の  

場合には，湧水点を集落の中心であった井上氏の  

本家筋が押さえており，湧水点を核として集落が  

形成されていったことを示している。下位の段丘  

面に展開する水田の地名は「井戸尻」であり，段  

丘崖から発する湧水が用水源となっていたことを  

大宮郷の南隣である影森（秩父市影森）にも，長尾  

景春の家臣であった滋野刑部が居住したという  

「長者屋敷」跡が存在する。滋野刑部に関しては，  

子の帯刀が農民となり大宮郷に移転したが，後に  

故あって退転したという伝承も残っている5）。さ  

らに，中世における名主層とみられる家で「ナガ  

オ（長尾）様」という小飼を面巳っている事例が三沢  

谷（皆野町三沢）にみられる6）。以上のことから，  

大宮郷の周辺は長尾景春の有力な拠点であり，大  

宮郷もその影響を強く受けたものと推定される  

が，当時の大宮郷の実像を長尾氏やそれに属した  

者たちの動向に照らしつつ解明する試みは，本報  

告の直接の目的ではないため，後日に期したいと  

思う。   

戦国時代末期になると，秩父郡一帯は天文15年  

（1546）における川越合戦での勝利を契機に武蔵国  

北部へ進出した後北条氏と，盛んに関東への進出  

を試みた武田氏，さらには上杉氏との間で赦しく  

帰属関係が変転した。永禄3年（1560）の大宮合戦  

は7），こうした各勢力の衝突が激しい形で現出し  

たものであり，大宮郷もその渦中にあったことを  

示している。また，大宮郷の寺社には，武田氏の  

侵攻によって焼き払われたことが「武田焼き」と  

いう伝承として残っている事例もある8）。このこ  

とも，当時の大宮郷が不安定な政治状況下にあっ  

たことを示すものである。大宮郷周辺の村落には，  

武田氏の侵攻の際に甲斐固から移住したという伝  

承をもつ家と，後北条氏の家臣であったという伝  

承をもつ家が併存している事例がままみられ9），  

大宮郷にも，戦国期に甲斐国から移転したという  

家が各所に存在する10）。これらの事例は，当時  

におけるこの地域の両属的な状況や，外部からの  

人の移転が活発であったことを示すものである。   

天正10（1582）年に武田氏が滅びると，大宮郷周  

辺にも一応の政治的安定がもたらされ，後北条氏  

のこの地域に対する支配が確立された。天正18年  

（1590）の後北条氏の滅亡以降は，徳川氏がこれを  

引き継ぎ，近世を迎えることになった。  

2）近世初期における町と村落の景観  
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が忍藩領となったのは魔文3年（1663）であった  

が14） ，陣屋はそれ以前の直轄領の時代から同じ  

場所に存在していた151。また，絵剛こは人宮町  

の周辺に複数の宗教施設が描かれている。。なかで  

も，妙見社と八人権現祉（今宮坊）は，広い御朱印  

地をイー‾していたい 陣屋とともに町並みのほぼ中央  

に位置する浄上；jミ惣＝＃は，町に居住する割役・  

名主の会所として利用されていたIt～j。 

近世の万宮町はJ】に6国，lと6のつく目に巾  

が二葺二つ六腐市が開かれていた、J上町は1日と21日，  

中町は6日と16日，－下町は＝Hと21Ljというよう  

に，六斎苗と3町は対応閲係にあったい また，各  

町の車が測り粘られた範囲は，6【Ⅰ町や2＝」町な  

ど，それぞれのlいlの名を起した町名とLて定着  

していた17－。   

各町における地割の形態をみると，終局敷の間  

＝・奥有は必ずしも－一・定せず，各町ごとに異なる  

特徴を兄いだすことができる（）すなわち∴下町は，  

間‖に不均衡がみられるものの，奥行はそれほど  

ばらつきがみられない。，中町は3町のうちで鮫も  

間口・奥行ともにばらつきがみらjLる地域となっ  

ており，その傾向は特に中町の内側で錮苦であるL 

卜町は，北半分で多少奥行のばらつきがみられる  

ものの，南半分は3町のなかで鮫も規格化された  

奥行の屋敷地割を有しているr一 このことは，終町  

ごとに成立事情・時期が輿なる叶能性があること  

を示唆するものと思われる。   

地割の形態とならんで3町の差鞄をホすのが，  

町名主の居住地である。元禄期の状況を第3図に  

みると，町ダー主のf．キ任地は下町に集中していたこ  

とがわかる。また，中町と上町にJ戸Ⅲ三する名主は，  

陣屋の付近に比較的集中していたことも－－一一つの傾  

向として指摘できる、＞ ニれらの事ノ粟にも，町の形  

成と展開に関わる何らかの要因が存在するものと  

思われる。  

Ⅱ 大宮町の形成と発展  

1）妙見社と下町   

大宮町の存在とその構成員が知れる毅古の史料  

写真1 虚空蔵尊  

（平成7年6月撮影）  

ホしている。この水田は中田・下川によって構成  

されており，上田はほとんど存在していないn こ  

れより，水田の生産力はそれほど高くなかりたと  

考えられる。－一方，宅地と同じ段丘面には水Ⅲは  

なく，畑地がはがっていた。こうした中村・近戸  

の事例は，「ハケ」を中心に成」ンニした′ト集落の競  

観の輿型であったと考えられるこ′   

次に，人宮町の立地と形態について検討するrJ  

元禄絵図における人常町一一▲滞をとF）あげたのが第  

3図である。大宮町の町並みは，南東から北柏へ  

と起る直線道路を機軸に，耐側に屋敷地が屁関し  

ており，北から下町（もとまち）・中町・上町の3  

つに分けられていた。町並みの機軸となる直線道  

路から垂直に派生する横道のなかには，十七夜横  

「 天王横‾J‾，東横丁といった名称がつけられて  

いるものもあったl、元禄期にはこうした横丁に  

沿っても町並みが形成されていた。   

大宮の町は，中位の段丘面上に立地していた。  

町の北西部は段丘毘に接し，「ハケ」と同じ立地  

環境にあるため，所々に湧水がみられた。この湧  

水もまた／lミ活用水として利用されたほか，酒造用  

として利用され，水神などの小向が祀られること  

もあった13－ 。、しかし，上町の中央より南にいく  

につれて，町並みと段丘虔は接しなくなるととも  

に，段丘窪も明確ではなくなっていく。   

第3図をみると，町並みのほぼ中央部の束側に  

忍藩の陣屋が存在していたことがわかる。大宮郷  
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十  

第1図 元禄期における大宮郷の景観  

（松本家文番「元禄絵図」より作成）  
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第2図 明治初期における中村・近戸の土地利用  

（秩父市立図替館蔵「中村・近戸絵図」より作成）  

は，大正20年（1592）の妙見杜棟札であるl椚。そ  

こには，神主の蘭田刑部左衛門秀満を始め，河田  

備前守・新井三三郎左衛門尉・河田主膳首・黒崎隼  

人佐・河田五郎左衡門尉・河野図審助・阿佐美庄  

左衛門尉・市川二郎右衛門尉の名が記載されてい  

る。このうち，新井三郎左衛門尉は「町太郎」と  

称されており，当時の大宮町の顔役であったと推  

察される。   

戦国末期から近世初頭における大宮町の様相を  

示すもう一つの史料は，延享2年（1745）に作成さ  

れた「由緒書」19）である。ここに，「妙見十騎」  

と称され，妙見祉護持の中心となった家について  

の記述がある。妙見十騎を構成するのは，関根・  

新井・高野・井上・志田・高橋・雨宮・根岸・川  

田・市川の各氏であった。また，原・横田氏を加  

えて「十二役人」と称し，社役人として近藤氏を  

あげている。さらに，′下町の新井家の視である新  

井織部が，十騎の会所である花見堂を取り立てた  

と記載されている。妙見十騎の構成員のうち，新  

井・川田・市川氏は，天正20年の棟札にも名を連  

ねており，特に，天正20年の棟札において「町太  

郎」と称される新井氏は，由緒寮においても十騎  

の中心的な役割を果たしていたことが注目され  

る。   

天正20年当時の大宮町の様相や，妙見十騎の起  

源とその地盤を明らかにする手がかりは，由緒書  

において「広見庵」として記載される広見寺であ  

る。広見寺は宮地に存在し，明徳年間（1390～93）  

の創立と伝えている。広見寺の門前には妙見堂が  

存在し，妙見杜の神主である薗田家も檀家であっ  

たことから，妙見社と深い関係を有した寺院で  

あったと考えられる。寺が存在する宮地は広見寺  

の主要な地盤であり，大部分の家が広見寺の檀家  

である。その他に，大野原の高橋家，畢谷の内田  
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明治期におけるLりや・下町の墟  

①桟見十三郎  

（か新井八ホ衡門  

¢）新井四郎兵衛  

（互）新井五郎兵衡  

（釦掛野ん肋  

（和島檎「郎ん衛門  

針紆桐紅甘瀾門  

碩ノ瞭ヒ郎ん衛門  

痩氾＝帥りⅠミ勧Fl■j  

⑲新井源蔵  

⑪新井皆兵衛  

頓松本六ん衛門  

胸高野ヒ川軒門  

第3巨ズ】元禄期の人宮町  

（松本家文沓「元禄絵図」より作成）  

注）町家の範囲は節1図を参根号。  

わりについて記載されたものである。妙見十勝の  

会所とされる花見堂は，現在も中宮地に存在する  

（写真2）。，こうしてみると，宮地と下町は，妙見  

杜の膝元として，－一体となって妙見杜を支える中  

心となっており，「耶寺に広見寺の地盤ともなって  

いたと考えられる。   

妙見十勝とされる家は，居住する各地区におい  

て広見寺の世話人となっており，これらの家に  

よ？ては鼠寺の主檀家が構成されていた。また，  

これらの家のなかには，広見寺を檀那寺とする以  

外に，墓地の存在する墓地寺をもっている事例が  

みられる22I。事例をあげると，下町の浅見家が  

爪龍寺，高野家が滋眼寺，宮地の関根家も爪龍寺  

を墓地寺としている。また，下町の新井家は，東  

横町にある惣円寺の檀家であるが，近世初虎には  

家，上田野の諸（毛H）家，日野の浅海家など，周  

辺各村の名主クラスの家が広見寺の櫓家であっ  

た。さらに，大宮町においては，広見寺の檀家ほ  

下町に集中していた。   

妙見十騎のうち，関根・新井・高野・高橋・雨  

宮・根岸・川田・市川の各家，さらに横田・近藤  

家が広見寺の檀家であった21jl 。また，天正20年  

の棟札に記載されている浅見氏も広見寺の檀家で  

あった。これらの檀家の居住地をみると，上筒地  

に関根・雨宮，中宮地に関根・新井・根岸・近  

藤・浅見，下宮地に浅見，下町に新井・高野・高  

橋・市川・横田・桟見の各家が存在しており，宮  

地もしくは下町に集中していたことがわかる21】。   

由緒番は，「夫当地宮地之元根」という書き出  

しではじまっており，宮地の由来と妙見杜との関  
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年（1561）に「雨宮兵左衛門」，元亀3年＝572）に「問  

梶五右衛門父」，大正3年（1575）に「井上平ん衛  

門」，慶長2年（1597）に「高橋与左衛門」という  

記載もある。以上の事例は，妙見十騎が戦国末期  

には組織されていたことをホしている。   

惣円寺の記録によると，宝永2年（1705）に「宿  

太郎 新井八右衛門」が没したとされている。、新  

井八右衛門は元締絵図にも名主の一人として－i己戟  

されており，天正20年棟札における町太郎の系譜  

を引く者であったことがわかる。．この節井ノ＼才摘  

門こそ，新井織部の末裔であろうし，また，元禄絵  

図において名主として記載され，下町に犀敷をイJ 

する高野家の系図狛には「高野図パ助＿lという  

記載があり，天正20年の純札における「河野囲購 

助」と同一▼【－■人物である吋能什が■甘い。さらに，川  

越の商人であった榎本弥ん衛門の′射；‥ご7一には，  

寵永20年（1643）の記載中に「人宮町年寄ほ兄悪友  

街門」とある。この浅見忠ん糾】－1もまた，天正訓  

年棟札における阿佐某氏の系漕を引く肴であり，  

元禄絵図における浅見十∴郎の先制と考えられ  

る。   

以上より，近世の下町の起源は，戦国期にまで  

遡れるものであると考えられる．〉，元禄期に名主が  

集中し，人宮町全体の中心となっていたのも，こ  

れに由来するものであろう′【Jまた，戦應I期の人宮  

町は，妙見社の【判靖町的な竹橋をもち，宮地と練  

様な関係にあったと考えられる「 

2）町屋の移転と中町   

この地域における戦国期の町は，妙見仕の門前  

町的な様相を呈していたと考えられる下町のみで  

あったのであろうか。ir新編武蔵風十記観月 の横  

瀬村の項には興味深い記我がある それは，横瀬  

村の字「寺坂」に横瀬六郎プ．三桁門の局数跡があり，  

屋敷続きの字「今市Ⅷj という所には町境があって  

市が立った。横瀬氏の廃絶後に，ケ前の町境ほ大  

宮郷に移ったというものであるヱH－。今市の白山  

杜（写真3）には，神体として文安2年（14451銘の  

宝塔が存在するほか，板碑も残存している2t，j。  

自LU社宝塔は，今市に居住していた人々が大宮郷  

／ ノ、  

写真2 花見堂  

（平成7年6月撮影）  

は見寺の檀家でもあった。こうした関係は，周辺  

村落の名主層にもみられる。事例をあげると，大  

野原の高橋家は源蔵寺，日野の浅海家は浄光寺を  

開いている23）。   

墓地寺の成立事情を示す事例として，高野家の  

墓地寺である滋眼寺がある。万治2年（1659）の「乍  

恐番付を以中上事」には，次のような記載があ  

る24）。  

一，秩父大柳町御陣屋衷はけの下村浦光庵代書二御   

軽候，先年ハ町之久右衛門地庵二御座候所，当廿五   

年以前亥ノ大宮御絶入之節，先与兵衛様・常田吉右   

衛門様御相談こ面寺中御指置二被遊被下候，寺ノの   

き下こたて拾問余横三間之石塚二木々立申候を田地   

二付候間，寺へ付候へと御意承及候事  

この記載より，滋眼寺（浦光庵）は久右衝門（高  

野氏）の地庵（持庵）として始まったことがわかる。  

これより，墓地寺は，戦国期からの系譜を引く，  

大宮町や周辺村落の有力者の庵を起源とするもの  

であったと考えられる。   

広見寺に残る過去帳にほ，天正20年の棟札や由  

緒書にみられる名字が所々に記載されている。第  

一一に注目されるのは，明応6年（1497）の「新井織  

部祖父」という記載である25）。これより，由緒  

菩に登場する新井織部は，戦国期に実在した人物  

であることがわかる。また，過去帳には，永禄4  
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に移転する際に残していったものと伝えられてい  

る。この宝塔の存在は，今市において室町時代に  

町屋が常まれていた可能一性があることを示してい  

る。、   

今市に存在した町屋の移転先である大宮郷にも  

白LLl祉が存在する。この自LI」社の祭りに際して重  

要な役割を担っていたのは，中町に居住していた  

久保家であった。久保家は，白山の祭りを主催し，  

錨した天保2年（1831）の「勝手年中行事」ふ＝には，  

荒川の渡し場が存在した「武の鼻」に拠点をもつ  

船頒に，かつては久保家が春と秋に大麦を5升ず  

つ給していた。しかし，12，3年前にその得分が  

中村の井上休左衛F判こ移ったと記載されている。  

久保家が交通の結節一射二位置する職能民を掌握し  

ていたことは，久保家が流通に関与し，商品の輸  

送を掌掘していた姿を思い描かせるものである。  

久保家がこう 
した権益をもっていたことが，今市  

から大宮郷の町屋の移転において久保家が主導的  

な立場にあった要田であったと考えられる。   

久保家の檀那寺である金仙寺に柁る記録による  

と，「久一′■“dJ」家の初代は天jE元年＝572）没とされ  

ている㍊」…∴杭広見寺の過去帳にも，天正18  

年＝590）に「久保症ん＋隠居」という記載があ  

が：－」また，広見な過去帳には，大宮瑚の白山  

祉に関しても，文祐2年（1593）に「白il恍鼎」と  

いう記載がある。これより，久保家は，戦国期に  

は大宮郷に居住しており，今市の町域も戦国末期  

までには大宮郷に移虹していたと考えられる。   

今市から移転した町が，妙見の門前町的な性格  

をもった下町とは輿なるものであったことは，棟  

札や由緒書に久保家が登場せず，宮地に久保姓が  

存在しないことからも考えられることである。し  

かし，今市から移転した町の様相をホす辛がかり  

は今のところ皆無である。肌一つの可能性として考  

え得る手がかりは，久保家と今宮坊の修験であっ  

た塩谷家との関係である。   

近牡の今宵坊は，本山修験に属し，八大権硯社  

とその別当である今宮坊によって構成されてい  

た。八大権現社は，文亀元年（1501）に再建され，  

今宮八人権現と号したと伝えられている封）。秩  

父札所についての最も古い史料である民事2年  

（1488）の「秩父観音札所番付」にも，今宮の聖観  

音が記載されている二即。それ以後，今宮坊の体  

裁は戟回期の間に徐々に整えられていった。天文  

4年（1535jに京都今宮神社よむ）素箋鳴尊を勧請し  

今宮神社を創建し，永禄12年（1569）には畏岳山今  

宮坊と称したとされている。   

近代において，今宮神社の氏子は中町であり，  

写真：ヨ 白山社跡（横瀬今市）  

いド成8年1月掘影）  

武11二号＝に所有する山林から旗竿を伐ってのぼりを  

あげていた。また，自l】1】J祉の氏子を移転させたの  

も久保家であるとされている。このことは，今市  

の町屋の大宮郷への移転を主導したのが久保家で  

あったことを示すものと考えられる。   

久保家は，近件を通じて割役・名主をつとめ，  

中町の中心となっていた「，久保家は，中町に4軒  

あり，それぞれ「久一▲」「久∴＿一「久三」「久Jl三」  

と呼ばれていた。このうち，「久〟」「久二」「久三」  

については同族関係にあり，「久一一」が本家筋と  

されているが，これら3家と「久庄」との関係は  

不明である。元禄12年（1699）の「寅年酒造南半分  

造高之覚」二仙には．大宮郷の市郎兵衛（「久一」家）  

の酒造高として29石6斗5升が記載きれている  

が，これは大宮郷では長太夫（薗田家jの35石5斗  

に次ぐものである。ここに，久保家の経済力の一山  

端があらわれている。   

久保家において執り行われてきた年中行事を記  
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大宮町の中でも中町が今宮坊と深い関係にあっ  

た。今宮神社には，安政5年（1858）に中町中によっ  

て建立された常夜灯があることからも，中町と今  

宮坊との関係は近世にまで遡れるものと思われ  

る。また，元禄絵図をみると，下町と妙見社領が  

攫しているのに対して，今宮坊領は中町と接して  

おり，これも今宮坊と中町との関係を示唆するも  

のである。   

「久一」家は，今宮坊修験の塩谷氏と数度にわ  

たって婚姻関係を結んでおり，中町のなかでも特  

に今宮坊と密接に結びついていた36）。先に述べ  

た久保家の来歴を勘案すると，今市から大宮郷へ  

と町が移転したのは，戦国期における今宮坊の整  

備と連動したものであり，中町は今市から大宮郷  

へと移転した町を母体とするものであった可能性  

があると考えられるのであが7）。  

3）町の整備と拡大   

下町・中町とならんで，近世における大宮町を  

構成するもう一つの単位に上町がある。第1節で  

紹介した由緒番には，上町は「新田」と記載され  

ており，下・中町とは起源が異なる町であり，上  

町が前2者よりも新しく成立したものであること  

は既に指摘されていが8）。「新田」についての史  

料上の初見は，現在までの調査の結果では，明暦  

元年（1655）の「武州秩父郡横瀬郷御検地水帳」に  

記載される「新田町 彦八郎」である39）。   

「新田」の成立について考察を加える前に，「新  

田」となった場所が近世以前にいかなる状況に  

あったかを考えてみたい。上町に居住し，割役・  

名主を勤めた松本家には，次のような伝承が残っ  

ている。  

元来この地には，四百年余の昔未だ松本家が秩父   

に移り住む以前，静野某という豪家がいて酒を追っ   

ていた。しかし，故あって静野家は欠所となり，そ   

の跡を松本家の祖先が継承した。そこに祀られてい   

る葉仁安様は，静野氏が洒を造る良水を求めて井戸   

を掘ったところ，滑々と流れ出る真清水を得，この   

霊水の恵みを神に謝して祀ったのが始まりである40）。   

この伝承に登場する静野氏は，惣円寺の由緒に  

Lf打 も登場する。それは，惣円寺の寺地は元々は関野  
帯刀の屋敷地であり，寺を建立する際に関野帯刀  

から屋敷地を譲り受けた。その緑で，関野帯刀は  

惣円寺の開基となったというものである。さらに，  

関野帯刀は秩父を離れた後，佐渡に渡って鉱山の  

水抜き技術者となったと伝えられている41）。   

関野帯刀について，天正14年（1586）の北条氏邦  

印判状に，関野帯刀の知行地に欠け落ちした5人  

のうち2人を，元来の居住地である阿那志（群馬  

県美里町阿那志）へ選任させる指示が出されてい  

る42）。また，天正10年（1582）の秩父衆番上にお  

いても，関野平左衛門という人物が2人の軍役を  

負担している43）。以上より，関野氏が戦国期に  

実在したことがわかる。   

戦国期の北条氏の支配地域において，欠け落ち  

した百姓の処置に関する史料は所々にみられる。  

この点について，当時における広範な地域での開  

発の進展と，それにともなう労働力の必要性が，  

他所から百姓を募集して開発労働力を確保する動  

きを引き起こし，移動した百姓の帰属をめぐって  

争いが頻発したことが指摘されている44J。関野  

帯刀の知行地に外部から人が流入していたこと  

は，戦国末期に関野帯刀が近世の大宮町が立地す  

る段丘面の開発に着手し，大宮郷に居所を定めた  

ことを示すものと考えられる。その際，関野氏は，  

段丘縁辺郎の湧水点を占拠し，開発の拠点とした  

のであろう。また，関野氏も久保家と同様に，妙  

見社とは関わりをもたない存在であった。広見寺  

過去帳にも，関野氏に関する記載はみられない。  

このことは，関野氏が下町の構成員とは異なる出  

自をもつものであったことを示している45）。   

関野氏が秩父から離れた後，惣円寺の中興開基  

となったのが長谷部家であった。惣円寺にある長  

谷部家の墓所には，「承応二年（1653）長谷部主  

計」という墓石が残っている。また，長谷部氏は  

原・井出氏と同族であったと伝えられており，長  

谷部氏の墓所には，「慶長二年（1597）蝶■■」「元  

和七年（1621）原兵庫」という記載のある五輪塔  

が残っている（写真4）。長谷部・原・井出氏は，  
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ていた。これに対して，八大権現社領は，中町の  

北西部と接し，中町の中央部から西に向かう横丁  

が南限となっていた。こうした町と社領の関係が  

成立した時期は，社領が確定した天正19年に求め  

ることができる。下町の住人や中町の久保家の来  

歴を考慮しても，下町から中町中央郎までの町並  

みは，天正19年までには成立していた可能性が高  

い。   

その後，町の範囲を確定する画期になったと考  

えられるのが，寛永12年（1635）に大宮郷に施行さ  

れた検地である4！））。大宮郷の明細帳には，次の  

ような記載があがtjJ。  

犀敷九畝廿九歩  宿太郎  御指置  

l司 一・J丈I仰臥拾竜歩 ノ1左触門 右IifJ断  

この記載において，橘太郎の新井八右衛門とと  

もに屋敷が除地とされていた六左衛門とは，上町  

の松本家のことである。優敷地の除地が確定した  

のは，寵永12年の検地であったと考えるのが妥当  

であろう。これより，松本家は渡永12年には上町  

に居住していたことになり，上町もその時には既  

に成立していたと考えられる。   

上町成立の時期を比定するもう－一つの手がかり  

として，下町に屋敷をもつ高野氏の分家創出過程  

がある。高野氏の分家創出の模様は，高野氏の系  

怪‖ニよって知ることができる（第4［削。高野家は，  

元禄期頃までに5家に分かれていた〔Jまた，系図  

には．高野七右衛門が，父の高野字典衝を連れて  

別家したと記範されている。，高野七右衝門の屋敷  

戦国末期に関野氏が開発に乗り出した際，関野氏  

とともに土着した着であったと考えられる。  

写真4 原家の五輪塔（惣「1j寺）  

いド成7年6月撮影）   

関野氏の大宮郷からの落居と，新田町の成立と  

は関連した事象であったと．思われる。なぜなら，  

上町の成立は，六蔚市の開催を念頭に閏し－たもの  

である側面が強く，関野氏の落居も，六斎市の開  

設を主導する代ノ糾二よる政策的な措苫であったと  

考えられるからである伸。関野氏の屋敷を継承  

し，元禄絵図でも上町においてひときわ広い犀敷  

地を有した松本家は，遅くとも魔文10年（1670）に  

は割役を勤めており′17j，新田町の成立とともに  

移転した可能性が高い 

近世初期の大宮郷において，町の形態を確定す  

る画期となったと考えられる出来事が幾つかあ  

る。その最初が，妙見社と八大権現社十今宮坊）の  

御米印地が確走した天正19年（159＝である。その  

際，妙見社は57石，八大権現祉は10石の御宋印地  

を与えられ，近牡を通じて変化することはなかっ  

だはj 。′妙見社領と八大権現社領は，両方とも下  

町の北端を〟一つの区切F）としている（第3図参  

照）。また，妙見社は下町の東側と接し，その南  

端は下町と中町の境を区切る天王横丁までとなっ  

■島野図藩助  久右牒げ■j   

七右衛門   

縫殿助   

右罵水   

阻郎左衛門  

第4図 近世初期における高野家の展開  

r「高野家系図」より作成）  
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は，上町の陣屋前にあった。これより，高野七右  

衛門の上町への分家は，陣屋の建設，上町の成立  

に際してのものであったと考えられる。   

横液相の樺山に存在した阿弥陀山念仏寺跡に  

は，代官以下の役人や大宮郷の住人によって元和  

8年（1622）に作られた五輪塔があり，そこに代官  

伊奈半左衛門，代官所役人の冨田吉右衛門などと  

ならんで，高野七右衛門の名が記載されてい  

た51）。このことは，遅くとも元利8年以前には  

高野七右衛門家が成立していたことを示してい  

る。また，系図によると，高野七右衛門の分家の  

際に七右衛門と行動をともにした字兵衛は，元和  

元年（1615）没とされている。こうしてみると，陣  

樺の設置と上町の成立も元利元年以前にまで遡る  

叶能怖が高いと考えられが2J。   

大宮町と同様に秩父盆地内に位置し，人宮町や  

盆地内の他の町とともに定期市場網を形成してい  

た小鹿野町の，代官の主導による町立が慶長初年  

であると考えられることからも53ノ，上町の成立  

も小鹿野町の町立と同時期のものであったと考え  

られる。   

しかし，元禄絵図をみると，上町は下・中町と  

比して長い町並みを有していたことに気づく。上  

町の北端から，下・中町と同じ長さをとると，ほ  

ぼ上町東側の屋敷の奥行きが急に変化する地点と  

なる。それ以南の規則的な奥行きは，上町西側に  

も存在する。陣屋が設置されるとともに上町が成  

立し，六斎市が3町に割り振られた当時は，上町  

南部の奥行きが規則正しく整った部分は建設され  

ていなかったと考えるのが妥当であろう54ノ。そ  

して，鷺永12年の検地は，上町南部の町並みの成  

立と関係したものであったと考えられる。   

明暦元年（1655）の大宮町は，「町並本人家督五  

拾三軒，町長九丁半」の規模をもつものであっ  

た鵠㌧『新編武蔵風土記稿』においても，「市立  

ある所凡九町半余」という記載があが6J。戦国  

末期以降の段階的な拡大を経て，明暦元年には元  

禄絵図にみられる規模の町が形成されていたので  

ある。   

近世における町の拡大は，南への町並みの延長  

に止まるものではなかった。第1節で紹介した万  

治2年の滋眼寺文書に，次の記載がある。  

－，御陣屋裏二枚父三十四ケ所之内拾三番め観音堂   

一ケ所御座候，此堂も先年ハ久右衛門地面之内二御   

立被成候へ共，其堂廻り先年より寺之無常場二仕，   

諸旦那殊こ満光庵へ参候往来之仏■之基つき来り申   

候，其上秩父観音初り滴光庵寺初り申以来満光庵住   

寺掃除破損致堂別当二相極り罷有候所を，此度久右   

衛門子惣兵衛・七右衛門と申者，先月廿七日右之食   

滞光庵を取はなし商売可仕たくみ致候て観音鷺を釘   

こててうし申候（後略）  

満光庵観音堂は，大宮町から横瀬をぬけて止丸  

峠に達する街道に平行する裏道に而していた。町  

の主要街道から外れたこの場所も，大宮町の商業  

機能の拡大にともない，商饗的な価倍を高めてい  

た様子が窺える。   

また，寛永21年（1644）に江戸の大曽根久左衛門  

が番場の水田を輯人し，そこに屋敷を建てて秩父  

に移り住んでいが7〕 。大曽根久左衛門は，延宝  

6年（1678）に，江戸の医師であった花木斉庵を秩  

父に招いている5日）。大曽根家や花木家の屋敷は，  

柳島通り（長谷部横丁）に而していた。他所からの  

人の流人は，新しい裏通りの形成として現出した  

町の拡大の源となったのである。   

町の枠組みが形成された後での他国商人の流人  

は，町の外延的な拡大をもたらしたばかりではな  

かった。大宮郷の野坂に存在する野坂寺には，興  

味深い縁起が残っている。それは，寛永年間に甲  

斐固の商人がこの地で賊に襲われたが，懐中の観  

音に救われた。商人は観音堂を建立し，甲斐の居  

宅近くに安置していた観音像を運んできたという  

ものである。この縁起に登場する甲斐国の商人と  

は，野坂寺の開基家となっている新井家であった。  

野坂寺の過去帳によると，甲斐国の商人であった  

初代の十兵衛は寛永15年（1638）に甲斐国で没し  

た。2代目十兵衛が縁起に出てくる商人で，野坂  

寺を建立後に秩父に土着して佐次右衛門と称し，  

寛文5年（1665）に没したとされている59）。この  
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新井家は，中町束側に居住しており，下町の新井  

家と同族関係にはなかった。また，新井家と同じ  

く，野坂寺の檀家で中町束側に居住していた大森  

家も，麗文年間に土着したとされている。こうし  

た新たな他国からの流入者により，表通りの構成  

員も変化していったのである。  

Ⅳ おわりに  

本報告では，主に近世初頭の大宮町において中  

心的な役割を果たした者の出自や社会的性格の分  

析を通して，大宮町の形成過程について検討して  

きた。その結果，大宮町の形成過程の特徴を示す  

と思われる，いくつかの点を認めることができた。   

大正20年の妙見杜棟札や軒緒替にみられる名字  

を，広見寺の過去帳から迫っていくと，棟札に㌶己  

乾される当時の町は，近他の下町の原型となるも  

のであり，妙見社の門前町としての性格をもって  

いたと考えられた。この町は，「宿太郎」の新井  

氏を中心とする町衆によって構成されており，同  

じく戟国期における妙見杜の地盤であった宮地と  

据接な結びつきをもつものであった。   

また，戦国期の大宮郷には，妙見杜の門前町的  

な様相を呈する下町とは別の，横瀬今市から移転  

した町が存在したと考えられた。そして，この町  

の移転を主導したと考えられる久保家について検  

討を加えることにより，横瀬今市から移転した町  

が中町の母体となるものであり，後に中町が氏子  

となる八大権現社（今宮坊）と密接に関係していた  

吋能性があることを指摘した。   

次に，上・中・下の3町による近世大宮町の基  

本構成が確立したのは，近世初頭の慶長期である  

と推定された。上町の成立は，戦国期からそこを  

占拠していた関野氏の大宮郷からの落居によって  

なされたものであり，上町は代官による六斎市の  

開催を念頭に置いた政策的な町立てであったと考  

えられた。その後，上町南部の町並みが追加され，  

遅くとも明暦元年には元禄絵図にみられる規模の  

町並みが形成されていたのである。   

以上のように，大宮町は，戦国期には成立して  

いた由来の異なる2つの町と，近世初頭に成立し  

た町が一体となってできたものであると考えられ  

る。3町が異なる地割の形態をもち，割役や名主  

といった町の重立の居住地の分布にも3町の間で  

不均等がみられるのは，このことに由来するもの  

であったと考えられる。   

代官の主導の下，3町が同時に新しく町立てさ  

れた小鹿野の場合，町の基本構成は大宮町と同じ  

であるけれども，3町の間に大宮町ほどの差異は  

認められない。また，大宮町の場合，妙見社や八  

大権現社といった寺社が町の成立と深く関わって  

いたと考えられたが，これも，小鹿野にはみられ  

ない特徴であると思われる。このように小鹿野の  

事例と対比すると，大宮町の形成過程における特  

徴がより鮮明に浮かび上がるのである。   

本報告においては，町の構成員の分析に終始し，  

先行研究においてなされた町割・屋敷地割・町屋  

敷の形態の詳細な復原という手法を十分に消化・  

活用するまでには至らなかった。また，六斎市の  

開催地としての大官町の側面については，ほとん  

ど検討を加えることができず，小鹿野にみられる  

ような町の蒐立と市との関係や，市を媒介とした  

大宮町と他の町，さらには周辺村落との関係につ  

いても未解明のままである。それらについては，  

今後の課題としたい。  

付 記  

本稿を作成するにあたり，秩父市の多くの方々にご   

協力をいただきました。とくに，広見寺・惣円寺・   

慈眼寺・野坂寺のご住職には，様々なご教示をいた   

だきました（－ また，資料収集の際には，秩父市立図   

書館の方々に大変お世話になりました。さらに，筑   

波大学人文学類の岡澤恒久，筑波大学大学院歴史・   

人頬学研究科の秋吉信博の両氏には，実地調査およ   

び資料整理などにご協力いただきました。ここに記   

して深く感謝申しとげます亡 
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